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議光の初期作品に関する一考察
A study on the early works in a painter Ai-Mitsu. 
伊藤紀之
Noriyuki ITO 
1 .はじめに
画家、設光(あいみつ)については近年各地
で展覧会が閲かれ、図録や解説が多数ある。彼
の代表作とされる自画像やシュルレアリスムの
問題作はよく知られている。
霊光の略歴を簡単に触れておく。明治40年
( 1907)生~昭和21年(1946)没。広島出身の
凶i家、本名、石村日郎、雅号は鰻川光郎、設光。
1¥生地は広島県山県郡千代川"'T壬生字梅ノ木、
叔父石村梅蔵の養子になり広島市鉄砲町に住む。
峨Is]"尋常小学校、東高等小学校を卒業後、市内
の印刷所で見習工になる。大正12年(1923)大
阪へ出て絵画を習う。この頃より鰻川光郎、設
光を名乗る。大正13年(1924)春に上京、太平
洋画会研究所に入る。昭和6年(1931)頃より
「池袋モンパルナス」と呼ばれた界隈で、仲間
たちと芸術論を交わしながら自らの剛風を模索
し、 H百和13年(1938)には日本のシュルレアリ
スムの傑作といわれる〈眼のある胤民t)、大戦
末期に強烈な存在感を放っ自国ij像を残し戦地へ
赴いた。終戦を迎えるが上海で38歳の若さで戦
病死した。ふるさとに残されていた作品は原爆
で焼失し、現存する作品は必ずしも多くない。
大正13年(1924)上京、太平洋RI会研究所入
学後、谷中周辺か剖昭和 6年(1931)長崎町に
デッサンは形だけでなく対象物をマッス(塊)
でとらえ、微妙な段階の明H音を木炭の濃淡で表
現することにある。その特徴は彼の初期の石n
像「ラオコーン」や「とげ抜き」の作品に表れ
ている。それ以外に現存する彼の作品は少なく、
制作年代が不明なものが多い。
現存する1t，lIl，の内、「風武水彩・紙48.0x
55.0、制作年代不詳Jr静物 水彩・紙31.0x 
37.0、1926-27 信濃デッサン館」は画風から
デッサンを始める前の作品ではないかと感じら
れる。また、「父(石村初吉)の像 木炭・
墨・紙、 1917Jr祖母(石村キク)の像 木
炭・紙、 1928Jr養父(石村梅蔵)の像墨・
鉛筆・紙、制作年代不詳」などの肖像作両があ
るが、絵両作品とは異質と考えられる。
そのような観点から現存の護光の作品を見る
と、大正14年(1925)頃のデッサンから昭和4
年(1929)rコミサ(洋傘による少女) 油彩・
キャンパス、広島県立美術館」ゃ「屋根の見え
る風景 油彩・キャンパス」までの聞の作品は
知られていない。
本報では、未評価I、未検討の作品であるが、
この空白の時代に拙かれたとする作品を事例と
して初期作品を検証したい。
2.絵画資料の概要
作品の画像を|災11に示す。レンガ塀越しに樹
木と小屋らしきものが捕かれている。画面上に
至る譲光の行動は、諸説あり不19の部分が多い。 サインはない。生茂った樹木の表現に特徴があ
知|られている作品数もきわめて少ない。太平洋 る。画面右ドに全体の作両と異なるタッチがあ
l副会研究所の教育はデッサンを主視していた。 る。
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板絵の裏に「大正卜五年(1926)滝野川 護
光」の墨書がある。(図 2) 
寸法:20.0 x 28.0cm 
画材:油彩とみられるが、他の画材も使われて
いる可能性がある。
板の材質:杉材、 二枚の板を上下に接いでい
る。板の厚みは 5-7mm不揃い。裏面の銀に
よる面取りは段差があり、市販の画材ではなく
手作りと考えられる。
この資料を次の 3点から検討する。
①作品の表面、裏面の赤外線写真による検討
②裏面墨書の筆跡、と、 設光自筆の手紙・メモの
比較検討
①画題、滝野川について既存年譜の検討
2-1 赤外線写真による検討
赤外線写真は、東京文化財研究所の紹介をえ
て、 2010年7月8日に東京重芸術大学大学院 文
化財保存学保存修復ilili捌究室において、木島
l盗康教授の指導のもとに蝿影した。織影目的は
作品の右下にある全体の画風と異なるタッチの
解明にあったが、同質の絵具からは目視以七の
差異は認められなかった。また、画面全体の下
図および裏而の文字の下書きも認められなかっ
た。赤外線写真の結果を示す。(図 3-1、3-2、
3 -3 )鉛筆や墨の下書きがあれば、赤外線写
真に写るが、それらは一切認め られなかった。
板の裏而の墨書にも下書きが認められなかった。
迷いのない筆跡は、 筆者自身の特徴が現われて
いると考えられる。
1~ll 絵画資料の岡市
-2 
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2-2 筆跡の検討
「大正十五年 滝野川 護光」と書ー かれた文
字と、既FIJ図版にある竣光の自筆の茜ー問、 メモ
に示されている文字を比較し検討した。「大正
卜五年 滝野川」の8文字について比較検討を
行い、「鰻光Jの筆跡は検討から除いた。既刊
図版から [滝]の文字は見つからなかったが、
他の 7文字は複数の事例が認められた。印刷図
版は網版で製版され、不明瞭なものが多かった
が、比較的明l僚な次のa-gまでの文献を参考
にした。
図2 絵画資料の議I師
図3-2 画I而右 Fの赤外線~J'，!;
3 
a.菊地芳一郎 『竣光J1寺の美術社(1965)
b. Ij成光」みづゑ 110.877 4月号 (1978) 
c. I難光 青春の光と1mJ 広島県立美術館
(1988) 
d. I媛光揺れ動く時代の痕跡」 徳島県立美
術館(1994)
巴.I緩光J 芸術新制 8月号 (1995)
f. I鰻光 人間のいる絵J 雨天子画廊(1998)
g.生誕100年「設光展」 毎日新rlF.出:(2007) 
次に示す、それぞれの文字をa-gの文献の
書簡、メモ書きから抽出 した。
l 11 霊-""1"11 I lJ 
i I I I I I I I I I 1 I 
区13-1 両市の赤外線写真
l 11一一一一一_ 11圃酎
B I I I I 1・・Eu 
1~1 3 -3 哀I師、赤外線写Tt
(2011) 
[十五]1自利 8年(1933)上海から桃田(野)
きゑへのハガキ:C.g. (図6-1) (図 6-
2 ) 
昭和]8年(1933)芳名録の書き込み:
g. (匡17-1) ( 1~1 7-2 ) 
昭和13年 (1938)展覧会場ーの見取 り
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昭和19-20年(1944-45)妻きゑへの
箪事郵便:a.e.g. (図4-1) (図 4-2 ) 
(図4-3)
H百和18年(1943)ハルピンから妻きゑ
へのハガキ :a.b. (図 5-1) (医15 -2 ) 
(図5-3)
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軍事郵便
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[十五]図7-2 図7-1 芳名録の書
き込み
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図6-2 
まおじの初J9l作品に|刻する一考終
年代不明:スケッチブック 、マン トヒ
ヒ:d.g. ( 1~1 12 - 1) ( 1~11 2 - 2) 
[注意] からの合成:1百和19-20年
(1944 -45)妻きゑへの軍事郵便 a.e.g.
( 1~1 13) 
H白羽]8 1'1三 (1933)上海から桃田
きゑへのハガキ:C.g. (図14)
(野)
[滝]
[野]
IZI : d.f.g. ( I~I 8 -1) (図8-2)
1Ii:l和18年(1943)ハルピンから妻きゑ
へのハガキ:a.b. (図 9) 
昭和13年 (1938)展覧会場の見取り
図:d.f.g. ( 1~11 0) 
H百平[18年(1933)芳名録の書き込み :
g. (図11)
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大正1311三上京後、下谷区真島1]にあった太平
洋画会研究所の周辺に下宿している。
本郷区根津宮永l川ー から下谷区初音I1T4丁目へ
転居、それ以降は次の順序が定説になっている。
初音1汀4T目→下板橋 (板橋大山)の炭屋→
滝野川 (三JIl家)の染物屋→牛込区横寺町→板
橋IT金井窪→IH;frl6年 (1931)長JI奇ITの培風寮
に移った。
板橋、滝野川から長JI奇にかけて、この地域は
l明治から昭和にかけて行政区分がめまぐるしく
変わった。 明治1l (，1~ (1878)に北豊島郡が設置、
明治22年(1889)に板橋IHT.巣1島IJ、明治41年
(2011 ) 
3.既刊の年譜の検討
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昭和13年(1938)柴野利秋へのハガキ
(冠省、、、) :g. (1;g15-1) (図15-2) 
昭和13年(1938)柴野利秋へのハガキ
(丸木氏、、、、) : g.(図16-1)(図16-
2) 
昭和13年 (1938)柴野利秋へのハガキ
(冠省、、、) : g.(図17)
??
「滝」の文字は漢字のヘンとツクリを「注意」
から合成した。なお「意」の心の部分を除いた。
その結果と設光の筆跡との比較を図18に示す。
鰻光の筆跡年代は1933-45{1三である。
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図16-1 柴野利秋へのハガキ
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(1908)に王子町、大正 2年(1913)にi屯野1
町、大正 7年(1918) に西巣I!日1Ij"、大IEl5年
(1926)に長崎町が、それぞれ村ーから 1げになっ
た。北豊島郡の役場は現在の板橋区fiIl街にあっ
た。
昭和 7年10月1日北豊島郡は削減し、 i屯野川
ITは滝野川区に、その他王子区(岩iJ:J1町、王子
町)、政島1)((巣鴨IlT、西巣鴨1I1j"、高川IJ、長
iIl奇IIT)、収柿区(板橋|町、練.1.!&lIlf、上板柿村、
志村、大泉村、石和11:村、、、)になった。 Irl和
22年5H3L1に特別区制により、沌野川|天と王
子|涯は北区に、板橋区が8月11に板橋1>(と練
馬区に分かれた。
IVJ治から大正、昭和にかけて村からIsfへ、 IlT
から区へ、 I({和22年に東京は351べから23区へ統
廃合がなされた。このような変逃が竣光の年譜
の表記に、当時の地名であったり、現在の地名
であったりして、年誹の記述に少なからず影響
を与えているようにみえる。
I[{手140年に時の美術社から刊行された菊地芳
一郎著『鰻光Jは、設光のjlhi友や関係者の記述
である。そこに書かれた内容を中ljゴをすると、こ
れまで定説になっている年譜の1j.検討の必要性
を!盛じる。
町'村守夫の記述 (p44-46) 
「…やがて設光は、根津宮永1Ij"から初-ftIllj"四
丁日に、それから瀧ノ川、今の北|ポ凶ヶ腕{の三
軒家の染物屋の二階に移る。…ついでにEli-くな
らば二科13聞の時(大正15年、 1926)である。
竣光は1¥"1'.したいが、キャンパスがないという。
そこで、先輩らしい日を利きながら、 15J0-を彼に
!目4った。彼はそれをとても悦んで4，511して
一作を仕上げて出品した。それが〈ランプがあ
る静物〉で、彼の初入選作であった。彼が北区
jJl.jヶ原に陪た時代だjとある。 21主にわたって
今の北区阿ヶ原に触れている。当時は滝野川町
[Jl.jヶ原である。
)1・l二長三郎の記述 (p46-49) 
「…竣光が板橋に移るのは二科にはじめて/1¥
した翌年(1927)で、その年の二字|の制作は板
8 
橋大LIJ(下板橋)の私の筋向いの家で描かれた
が、その後彼は省線板橋駅近くの二階に七社の
部屋を見付けた」
大野五郎の記述 (p49-56) 
ト-Z愛光が板橋の近藤男の墓の 2・3軒隣の
炭屋の中二階に、 2. 3人の友と自炊生活して
いたのは、 IN相lの初め頃であった」
この三人が百!?った内谷をまとめると、主愛光は、
根i'lt宮永PlJーから初音町1'4丁目に、それから大1:
15年(1926)に北盟島郡滝野川町西ケ原の染物
屋の二階に移った。そこで拙かれた〈ランプが
ある静物〉が、二科展13阿の初入選作であった。
翌年の昭和 2年(1927)二科展14回の作1日Iはド
板橋1028の)1:上の筋向いの家で制作した。その
後、殺光は省線板橋駅近く近藤勇の墓の 2・3
軒隣の炭屋の"'2階に移った。ここは北豊島郡
滝野川町滝野川2006である。(大正 2年以前は
北豊島郡滝野川村大字i屯野川字西三軒家)
そこで問題になるのは、野村守夫の「瀧ノ川、
今の北区凶ヶ以の三判:家の染物屋の二階」の解
釈である。これまでの解説は三軒家を滝野川ネ
西三軒家とがiび‘つけ、今の北区西ケ原の染物!;{
二階の説は、この本以外は一切出てこない。ど
の年譜にも/1¥てこない。
そのため北区赤羽で生まれ育った大野五郎が、
議光を北区滝野川の下宿を炭屋としているにも
かかわらず染物障とした。その代わりであろう
かド板橋のド桁を炭屋にしている。
野村守夫と鰻光は広J誌の谷口印刷所時代から
のI1li友である。 IN手119年5月、議光は応fに際
して受け取った館別控に、野村守夫の住所を阻
烏区西巣鴨川丁けと記載している。西巣鴨川I
日は、現在の北区山ーヶ原と近藤勇の墓のある北
区滝野川七丁目の11]にある。両者は東と西の1-:
反対に位置している。西巣鴨四丁目に住んでい
た野村守夫が凶と束を間違えるとは考えられな
し、。
大正初めの地|究|を見ると、現在の北区阿ヶJ;(
に位 ii'1する利降if.~付近の南側は上駒込字三軒家
援光の初JU作品に関する一考祭
である。霜降橋の地名が示すように、昭和15年
に晴渠になるまで、そこには川が流れ、橋があ
った。その川の下流は藍染川と呼ばれ、不忍、池
に流れ込んでいた。実際、川沿いにかつて藍染
犀があったことが知られる。染物屋は川沿いに
あるのが普通である。近藤勇の基の側で染物屋
をすることは考えにくい。
設光とは広島時代からのil1j友であった野村守
夫(1904-79) 、譲光の代表作の I~II血i像を応有に
際して託した井上長三郎 (1906-95)、現在の
赤羽に生まれ、重要光とも交流のあった大野五郎
(1910-2006)、それぞれの言葉は民主である。
彼らの記述を再検討する必要がある。
大正末から昭和7年までの滝野川地域を|望119
に示す。
4. まとめ
本械で検討した絵画資料「大IE-I-五年 滝野
川 護光Jを通して、竣光は下谷区初音4丁目
から、すぐにド板橋へ転問したしたのではなく、
その問の大正15年に滝野川町凶ヶ原に住んでい
た可能性があること。
緩光は1['1利 5年(1930)の二科展に石神井川
を描いた「滝野川風民Jを出品している。滝野
川は地域の地名であって川の名ではない。 19J治
期は滝野川村、大iEからH百平1初期は滝野川(1町、
その後滝野川区になり、戦後、王子区と合併し
て北区になった。この絵画資料は大正15年の滝
野川町区域内の拭観である。当時レンガ造りは
軍施設や官公庁の施設に使われることが多かっ
た。拙かれた施設は特定できないがレンガを描
いた場所は|現られている。
裏板に「大正十五年滝野川 護光」に書か
れた8文字の筆跡と鰻光の書簡類、メモ書きの
筆跡と比較すると、その文字の特徴に共通性が
認められよう。
この絵阿資料には対象物のとらえ方にデッサ
ン習練の成果が感じられる。大正15年の設光は
自らのJllij風を求めて太平洋画会研究所でデッサ
ンの基礎を積み上げていた時代である。研究所
に隣接し、居住していた可能性のある滝野川地
区を両組にした可能性はある。
今後は関係機関の協力を得て、原資料あるい
は公IJUされていない作品の細部との照合を期待
したい。
|耳119 AiE木から1I{:j和7'.ドまでの滝野川地域の|貢|
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〈付記 1> 
謹光と阿ヶ原を結びつける事実がある。設光
は上京するまで広島市鉄砲町に住んで、いた。一
方、滝野川1fT西ケ原には大正3年(1914)まで
下瀬火薬製造所があった。その後海軍火薬庫に
なっていた。日露戦争で威力を発揮した下瀬火
薬の発明者、下瀬雅允(まさちか)は広島鉄砲
1fTの出身であった。その地は附手1115年に東京外
国語学校に、近年まで東京外国語大学の校地で
あった。また、そこから流れ/1¥る胡き水は下流
で藍染川になり、上野の不忍池に流れていた。
〈付記 2> 
この絵Wlj資料は出所不詳であるが、 2005年ま
で北区間端新町で古物商を営んでいた業者が
2003年頃にセリ市で入手し、倉庫に保管してい
たものと分かった。田端新町は、かつては滝野
川町、滝野川区であった。業者は当H寺、日々さ
まざまなセリ市に参加し、その作品を何処から
入手したか覚えでいないが、 It屯野J1IJのタイ
トルを見て郷土意識から購入したのだと思う、
とのコメントを得た。
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